
 

 

 

 

 

 

 

第 4回都市調査研究グランプリ表彰式 
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第 4回都市調査研究グランプリ表彰式 議事次第 

 

     日時：平成２６年２月２５日（火）午後３時～４時 

     場所：日本都市センター会館６階６０６会議室 

 

１．開 会 

２．挨 拶       

３．賞状の授与    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．選考委員会と受賞者との意見交換 

５．閉 会 

 

グランプリ 

・常総市 

 「常総市予約型乗合交通の最適化に関する研究」 

自治体実施調査研究部門 優秀賞 

・川崎市 

 「防災の視点を取り入れたまちづくりに関する研究－震災に対する避難施設確保 

  と防災訓練の手法について－」 

職員自主調査研究部門 優秀賞 

・帯広市  高松 寛之 

 「帯広市における買い物弱者の将来推計」 

奨励賞 

・町田市 

 「町田市ひきこもり者支援体制推進事業～市内のひきこもり等の現状把握に関する 

  調査研究『①市民意識調査、②民生委員・児童委員意識調査、③社会資源調査（精 

  神保健・医療分野）』～」 



第 4回都市調査研究グランプリの応募状況 

 

応募総数 15団体 18件  

（内訳） 

・自治体実施調査研究部門  11団体 11件 

・職員自主調査研究部門    4団体 7件 

 

分野別応募状況 

 自治体実施 

調査研究部門 

職員自主 

調査研究部門 

社会福祉・保健医療対策 3 1 

生活基盤の整備 3  

教育・文化・スポーツの振興   

行財政改革の推進   

総合計画等の基礎調査 2  

環境問題 1 2 

地域づくり  2 

経済・産業の振興   

地方分権   

その他 2 2 

 ※分野の分類は当センター実施の「都市自治体の調査研究活動に関するアンケート調査」の分類を使用。 

 

選考方法 

当センター研究室による第一次選考を通過した 10件の調査研究について、自

治体行財政運営と深く関わる分野に造詣の深い学識者 3 名からなる「第 4 回都

市調査研究グランプリ（CR-1 グランプリ）選考委員会」（座長 片木淳 早稲

田大学教授）による第二次審査及び最終選考を行った結果、グランプリ、両部

門の優秀賞及び奨励賞を選考していただいた。 

（第 4回都市調査研究グランプリ（CR-1 グランプリ）選考委員会 委員名簿） 

 

 

 

座長 早稲田大学政治経済学術院 公共経営大学院 片木 淳 

委員 関東学院大学大学院法学研究科教授 出石 稔 

委員 東洋大学理工学部建築学科准教授 野澤 千絵 



平成 25 年 5 月 30 日 

 

第 4回 都市調査研究グランプリ（CR-1 グランプリ）募集要項 

 

公益財団法人日本都市センター 研究室 

 

概要及び目的 

 当センターでは全国の都市自治体で行った調査研究や都市自治体職員が自主的に行った

調査研究を募集・選考・表彰し、当センターの機関誌『都市とガバナンス』に掲載するこ

ととしております。  

これは調査研究を客観的に見てもらう機会となるばかりではなく、優秀な調査研究事例

を共有することで、全国の都市自治体やその職員の調査研究能力の向上を図ることを目的

とするものです。 

 

応募対象 

 ①自治体実施調査研究部門：都市自治体が行った調査研究（他団体との共同研究、他団

体への一部委託を含む。）及び②職員自主調査研究部門：都市自治体職員が自主的に行っ

た研究（自主研究制度利用等の有無は問いません。）の2部門となります。  

 内容に関しては発表、未発表を問いません。また、研究の成果物の完成時期は平成23年 

4月以降のものを対象とさせていただきます（過去のCR-1グランプリで応募のあった研究は

対象外）。なお、他団体との共同研究や他団体への一部委託等において、実質的に主要な

部分の研究が都市自治体の外部で実施されていると考えられるものは、表彰の対象外とな

ることがあります。  

 他市に例がない特色ある手法や内容、先進的な事例の応募は大歓迎です。分野を問わず

お気軽にご応募ください。  

※①についての応募は原則1自治体1事例とさせていただきます。  

 

選考  

当センター研究室が応募研究から学識経験者と共に選考を行います。 

※公正な選考を行うため、選考者は非公開とさせていただきます。 

 

応募期間  

平成 25 年 7 月 1 日～平成 25年 9月 30 日 

 

応募方法 

 別紙「第 4回ＣＲ－１グランプリ応募方法及び記入にあたっての注意事項等」のとおり。 

 

 

 
お問い合わせ先 

（公財）日本都市センター研究室（担当 新田・佐野） 

Tel 03-5216-8779  E-mail cr1@toshi.or.jp 

cr1@toshi.or.jp


第 4回ＣＲ－１グランプリ応募方法及び記入にあたっての注意事項等 

 

 

１ 応募方法 

  所定の応募用紙に必要事項を記入し、成果物を1部必ず添付して下記宛先にメール又は郵送で 

 お申込みください。なお、応募書類は返却いたしませんので、予めご了承ください。 

  募集要項及び応募用紙は当センターホームぺージからダウンロードできます。 

 

【宛先】 

 〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-1 (公財)日本都市センター研究室 

 Tel 03-5216-8779   E-mail cr1@toshi.or.jp （担当 新田・佐野） 

 

２ 記入にあたっての注意事項 

  各欄の記載にあたっては以下の点にご留意ください。 

 連絡先 

  ○ 応募研究に関しての問合せ先となりますので、ご担当の方の連絡先をご記入ください。  

  ○ 職員自主調査研究部門をグループで応募される方は、代表者の連絡先をご記入ください。  

    ※ 連絡先が代表者宛でない場合は、その旨別途ご記入ください。 

 研究期間 

  ○ 研究期間の始期と終期をご記入ください。  

    なお、終期(成果物の完成時期)が平成23年4月以降のものが本応募の対象となります。 

 研究の概要 

  ※ 研究の概要に沿って成果物を審査しますので正確にご記入ください。内容に不正確な点があ 

   る場合は減点対象となります。 

  ○ 課題・目的 

    研究の背景となった現状・課題認識と、それを踏まえた研究目的を簡潔にご記入ください。 

  （現状・課題認識については、研究を開始するにあたっての現状・課題認識、研究の中で分析 

  された現状・課題認識、いずれでも結構です。） 

  ○ 結論・提言 

    研究の結論や導き出した提言を簡潔にご記入ください。 

  ○ 手法 

   「結論・提言」を導き出した手法（住民アンケートの実施や大学との連携等）をご記入くだ 

  さい。 

  ○ 特徴 

   研究全体における特徴（アピールポイント）をご記入ください。  

   ・行政政策・施策への反映の実績（可能性も含む） 

   ・応募都市ならではの独自性や他都市が参考にできる普遍性  等 

 その他 

 ○ 受賞作品については当センター機関誌『都市とガバナンス』に掲載するとともに、報道機関 

  に情報提供する予定です。「研究の概要」に記載の内容をそのまま掲載等いたしますので、読み 

  易いようご配慮ください。なお、1枚に書ききれない場合は、2枚程度におさまるようお願い 

  いたします。 

 ○ 研究成果を閲覧できる機関（国会図書館等）やURLがある場合には、応募用紙末尾にご記 

  入ください。 

mailto:murai@toshi.or.jp


３ これまでのＣＲ－１グランプリ結果 

 

 ○第 1回都市調査研究グランプリ （平成 22年度実施、応募総数 25件） 

受賞部門 受賞団体（者） 調査研究テーマ 

グランプリ 飯田市 飯田市域の本棟造と養蚕建築の悉皆的調査研究 

自治体実施 

調査研究部門 

優秀賞 

盛岡市 
人口等の統計、盛岡市の現状及び課題等政策の企画立案に必要な情報に関する調査分析 －盛

岡市の社会動態及び人口の将来推計－ 

北九州市 北九州市における土砂災害警戒避難体制の構築 

職員自主 

調査研究部門 

優秀賞 

小堀 喜康（岸和田市所属） 自治体職員の成長要因に関する調査研究 

田中 久美、山口 範子 

（いなべ市所属） 

EDPS（エジンバラ産後うつ病質問紙票）の導入･活用 

－EDPSの区分点と愛着障害に関する新たな着眼点－ 

 

 

 ○第 2回都市調査研究グランプリ （平成 23年度実施、応募総数 26件） 

受賞部門 受賞団体（者） 調査研究テーマ 

グランプリ 大野城市 
大野城市官学連携共同研究プロジェクト研究報告書 

－ふるさと大野城に新たな＜にぎわい＞と＜まちの宝＞を生み出そう－ 

自治体実施 

調査研究部門 

優秀賞 

世田谷区 世田谷区民の「住民力」に関する調査研究 

八王子市 
八王子市中高年世代アンケート調査からみた「より豊かな高齢社会」 

－生きがい・幸せ・地域とのつながりを中心に－ 

職員自主 

調査研究部門 

優秀賞 

鈴木 健司（ほか7名） 

（川口市自主研究グループ） 

かわぐち自転車活用プラン ―便利・快適・エコ・健康 

－石四鳥のまちづくり－ 

「健やか高松21」ヘルシー

讃岐うどん隊2010（8名） 

（高松市自主研究グループ） 

「健やか高松21」へルシー讃岐UD◎N計画 2ndステージ 

－野菜をふんだんに取り入れたうどんメニューの提案－ 

 

 

 ○第 3回都市調査研究グランプリ （平成 24年度実施、応募総数 26件） 

受賞部門 受賞団体（者） 調査研究テーマ 

グランプリ 青山 航（福岡市所属） 
臨境都市・福岡の国際交通の拡充に関する研究 

Research on Enhancing International Passenger Transport of Fukuoka, The Border City of Japan 

自治体実施 

調査研究部門 

優秀賞 

盛岡市 アセットマネジメントによる公有資産保有の在り方について 

春日部市 定住人口の増加策について 

職員自主 

調査研究部門 

優秀賞 

坂居 雅史（草津市所属） 
女性差別撤廃をめぐるグローバルスタンダードと国内政策の乖離 

－自治体は当事者ニーズにどう応えるのか－ 

新藤 良則（所沢市所属） 
再任用職員の高い就業意欲とその有効な活用 

－組織コミットメントの多次元的把握による就業意欲要因の分析－ 

 

 



（ふりがな）

手
法

(     　　)
①自治体実施調査研究部門　②職員自主調査研究部門
※上記①、②から選択して（　）に番号を記入してください。

研究期間

上記研究成果を閲覧できる機関（国会図書館等）やＵＲＬがある場合には、こちらにご記入ください。
　

課
題
・
目
的

結
論
・
提
言研

究
の
概
要

※　記入の際、別紙「第4回ＣＲ－１グランプリ応募方法及び記入にあたっての注意事項等」をお読みください。

第4回 都市調査研究グランプリ（ＣＲ－１グランプリ）　応募用紙

表題
 (副題）

氏名

所属先：　　　　　　

特
徴

TEL：　　　　　　　　　　                              FAX：
E-mail：

連絡先

研究の分類



 

 

 

 

 

 

 

第 4回都市調査研究グランプリ 

入賞作品の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 グ ラ ン プ リ  

 

「常総市予約型乗合交通の最適化に関する研究」 

常総市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究期間 平成 22年 10月～平成 25年 3月 

研
究
の
概
要 

課
題
・
目
的 

 本研究では，都市規模・形状・密度とデマンド型交通を含めた最適な都市内交通手段の関係につ

いて、デマンド型交通の導入が望ましい条件の解明とその効果を明らかにすることによって，新し

い公共交通としてのデマンド型交通の特徴と環境負荷低減を中心とした都市内モビリティの改善

可能性について有益な知見を得ることを目的とする。 

結
論
・
提
言 

 近年注目され始めているデマンド型交通について、規模が小さく低密な都市や都市の端部のよう

な交通空白地域における都市内交通手段としての優位性を導き出している。 

 また，デマンド型交通の使用車両について、車両数の不足による待ち時間の大幅な増加や利用者

の平均所要時間と車両の走行距離のトレードオフ関係を明らかにするとともに、大型車両と小型車

両の併用による運行が最も運行効率が良いことを示している。 

 さらに，導入する地域の特徴が類似しているデマンド型交通とコミュニティバスとの比較検討の

結果、デマンド型交通の優位性を示している。 

手
法 

 常総市で実際に運行されている予約型乗合交通「ふれあい号」について、導入地域及び経路・運

行方式に関する詳細な統計的分析を行い，運行方式や利用状況の特徴を把握した。 

 また、デマンド型交通を導入している 12 自治体へのヒアリング調査を行い，運行方法において

路線型とエリア型の二つに分類できること，運行システムの有無や車両台数・車両定員の違いがあ

ること，女性高齢者の通院・買い物の利用が多いことなどがわかった。 

 さらに、都市規模・形状・需要密度とデマンド運行方法についての数理的モデル分析を踏まえて、

将来人口から需要増加等を仮定した車両提供パターンによる検証を行い，車両数・車両規格に着目

したデマンド型交通の適切な運行方式に関する分析を行った。 

特
徴 

 平成 24 年 2 月 14 日に締結した「国立大学法人筑波大学と常総市との連携及び協力に関する協

定（包括連携協定）」における協定項目の一つである「地域の特性を活かしたまちづくり」に基づ

いて、同協定締結以前から協力関係にある筑波大学 鈴木勉教授及び同教授研究室学生と連携して

データ提供や相談等を行いながら，研究成果を取りまとめた。 

 また、研究成果を常総市公共交通活性化協議会及び茨城県公共交通活性化会議において発表し，

地域公共交通を考える上での、一つの客観的な評価結果を提供することができた。 

※ 研究の概要は、応募用紙の記載内容を基に、当センターが作成。 

※ 上記研究成果を閲覧できる機関等（URLアドレス） 

  筑波大学 附属図書館 中央図書館（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/） 

 

選考委員会による講評 

 超高齢社会の到来や地球環境保全への関心の高まりなどから、公共交通の重要性が再認識されつつある。 

 この調査研究では、公共交通の中でも、特に地方圏において路線バス廃止等を契機として、近年導入が進んで

いる「デマンド交通」に着目し、12か所に及ぶヒアリング調査をはじめとした全国での導入状況や動向の調査を

実施するとともに、常総市におけるデマンド交通の車両数や車両規格に関する詳細な定量分析を行った上で、一

定の条件下での効率的な運行方法を導き出している。 

 これは、常総市の地域特性を活かした手法・成果であるとともに、他自治体の参考にもなり得る可能性が高い

と思われることから、大学との共同研究であることを考慮しても、１都市自治体の調査研究としては優秀かつ貴

重な研究成果であると評価できる。 



 自治体実施調査研究部門 優秀賞  

 

「防災の視点を取り入れたまちづくりに関する研究 

－震災に対する避難施設の確保と防災訓練の手法について－」 

川崎市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究期間 平成 24年 6月～平成 25年 3月 

研
究
の
概
要 

課
題
・
目
的 

 川崎市の内部資料調査や関係部署へのヒアリング等により明らかとなった、避難施設の確保・有

効活用の必要性（ハード面）と、市民の防災意識啓発・有意義な訓練実施による災害対応能力の向

上（ソフト面）の課題に対し、「防災の視点を取り入れたまちづくり」として、ハード施策とソフ

ト施策の両面から研究を進め，川崎市の今後の防災施策に寄与することを目的とする。 

結
論
・
提
言 

（ハード施策：避難施設の確保と活用方法） 

 地域特性の分析等を踏まえた上での新たな避難施設の指定や設置の検討による避難施設の確保

を提案するとともに、民間施設の所有者との協定締結による避難施設の確保を、具体的な業務フロ

ーも含めて提案した。また、指定や協定に基づかない緊急的な避難施設も含めて、各施設の機能を

把握しておくことで、緊急時においても有効に各種施設を活用することを提案した。 

（ソフト施策：目的に即した防災訓練の手法） 

 現在、多様な形で実施されている防災訓練を 71 種類に分類した上で、①種別、②成果の活用場

面、③規模、④対象、⑤難易度、⑥時間の 6項目について整理した「防災訓練の分類表」を作成し、

個別具体的な目的に即した防災訓練の実施の際に活用するよう提案した。また、訓練主催者間や参

加者間での連携の推進や、楽しめる訓練・簡単な訓練の導入を、事例紹介等を踏まえて提案した。 

手
法 

（ハード施策：避難施設の確保と活用方法） 

 文献調査及び阪神・淡路大震災被災自治体へのヒアリング調査により、大規模震災時における避

難施設の状況を把握した。また、政令指定都市へのアンケート調査による他都市自治体における避

難施設確保状況の整理や、文献調査による避難施設に求められる機能の分析を行った。 

（ソフト施策：目的に即した防災訓練の手法） 

 文献調査及び国内外自治体へのヒアリング調査により、防災訓練の手法と目的の抽出を行い、そ

れに基づき、目的に即した防災訓練について検討を行った。 

特
徴 

 川崎市が職員の政策形成能力の向上及び研究成果の施策への反映を目的として実施している「政

策課題研究事業」において、6名の研究員が取り組んだ調査研究の研究成果であり、全政令指定都

市へのアンケート調査や国内外自治体へのヒアリング調査等により幅広く事例研究を行っている

ことが特徴である。 

※ 研究の概要は、応募用紙の記載内容を基に、当センターが作成。 

※ 上記研究成果を閲覧できる機関等（URLアドレス） 

  かわさき情報プラザ、川崎市各区の市政資料コーナー及び図書館 

  （http://www.city.kawasaki.jp/200/page/0000047379.html） 

選考委員会による講評 

 東日本大震災により国内の広範囲にわたり甚大な被害を受けたことや、近い将来に起こる可能性が高いと 

されている南海トラフ巨大地震に備えておく必要があることなどから、我が国においては防災対策の重要性 

がより高まってきている。 

 この調査研究では、単なる防災ではなく、まちづくり施策とミックスさせた形での防災力向上を目的とし 

ており、川崎市における現状分析・課題抽出を行った後に、国内外各地へのヒアリング調査や政令指定都市 

へのアンケート調査などにより調査研究を進め、目的別の訓練手法の導入等を提言している。 

 手法や結論については、他の自治体で既に取り組まれているように思われる部分もあるが、防災とまちづ 

くり施策とのミックスを図ろうとする現代的課題に沿ったテーマ設定や、施設整備等のハード面と訓練方法 

等のソフト面の双方についての調査研究を精力的におこなってきたこと、他都市への波及効果の可能性等を 

高く評価した。 



 職員自主調査研究部門 優秀賞  

 

「帯広市における買い物弱者の将来推計」 

高松 寛之（帯広市所属） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究期間 平成 23年 11月～平成 24年 1月 

研
究
の
概
要 

課
題
・
目
的 

 わが国では、ここ数十年にわたって少子高齢化が進行し、すでに高齢者割合が全人口の 21％を

超える超高齢社会となった。また、自家用車の普及によって、多くの地域でバスを始めとする公共

交通が弱体化している。このため、郊外型大規模店舗が住民の主な買物の場として機能している地

方都市では、高齢などにより自家用車の運転が困難になると、日常の買い物にすら困難を来すこと

になりかねない状況があると言われている。 

 この研究は、帯広市においてこのような「買い物弱者」がどの程度存在しているのか、既存の資

料を活用し、一定程度の目安として人数を算出することを目的としている。また、今後、「買い物

弱者」が将来的にどのように推移していくのかについても、あわせて推計した。 

結
論
・
提
言 

 帯広市における買い物弱者数を、2011年時点で人口の約 2％（約 3,400人）、人口減に伴う店舗

の閉鎖を仮定した 2036 年で約 4%（約 5,000 人）と推計した。また、推計された買い物弱者数に

基づく 2011年現在の買い物弱者の食料品に対する支出総額を、簡略化した推計方法により総額 10

億円超と推計した。 

 そして、推計結果から導かれる買い物弱者の増加傾向を踏まえて、民間小売事業者にとってのビ

ジネスチャンスと捉え、現在の民間の食料品宅配サービスでは十分にカバーしきれていない、イン

ターネットを利用しない高齢者等の買い物弱者への行政などによる一部支援の必要性等を示して

いる。一方で、今後、高齢者となる世代が、インターネットを日常的に使用しており、民間宅配サ

ービスの利用に支障は少なくなっていくものと考えられることから、買い物弱者という存在が、市

場経済の仕組みの中で徐々に解消されていく可能性も示唆している。 

手
法 

（１ 帯広市の小地域における将来人口推計の実施） 

 コーホート要因法により、2016年から 2036年までの 5年単位で将来人口を推計した。 

（２ GISを使用しての買い物弱者の推計） 

 １の将来人口推計を基に、一定の条件下にある小地域の高齢者を買い物弱者として定義した上

で、GISを使用して買い物弱者数の将来にわたる推計を行った。 

特
徴 

 これまでの買い物弱者に関する推計としては、アンケート調査（経済産業省推計）によるものや、

GIS を使用した 4 次メッシュ（農林水産省推計）によるものがあるが、今回の推計は GIS を使用

して小地域の範囲での分析を行ったことや、独自の将来人口推計と組み合わせることで将来にわた

る推計を行ったことに、最大の特徴がある。 

 また、無償利用可能なデータやアプリケーション等を最大限に活用し、調査研究活動や公表用

Webサイトの作成までを行っていることにより、研究に伴う経費をほとんど要していないことや、

他都市自治体においても比較的容易に実施できる手法であることも、大きな特徴である。 

※ 研究の概要は、応募用紙の記載内容を基に、当センターが作成。 

※ 上記研究成果を閲覧できる機関等（URLアドレス） 

  「帯広まめ知識」（受賞者が運営しているWEBサイト：http://obimame.xii.jp/） 

選考委員会による講評 

 超高齢社会の到来や地方圏における公共交通の衰退、大型ショッピングセンターへの消費者マインドのシ 

フト等から、近年「買い物弱者」の存在が注目され始めている。 

 この調査研究では、帯広市内の地域単位での人口推計を独自に行った上で、一定の条件下での小規模エリ 

ア単位による「買い物弱者」数を推計している。直接的な提言までには至っていないものの、全国的にも関 

心の高まっている課題に着目し、地域特性を考慮した分析を行っている点は高く評価できる。 

 また、推計作業等を行うに当たって、インターネットを介して無償利用が可能なシステム等を活用してい 

る点も、個人での調査研究を志す者への参考となることから加点する要因とした。 



 奨 励 賞  

 

町田市ひきこもり者支援体制推進事業 

－市内のひきこもり等の現状把握に関する調査研究『①市民意識調査、 

②民生委員・児童委員意識調査、③社会資源調査（精神保健・医療分野）』－ 

町田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究期間 平成 24年 4月～平成 25年 3月 

研
究
の
概
要 

課
題
・
目
的 

 町田市でこれまで取り組んできた「ひきこもり」本人や家族への支援を通じて、「ひきこもり」

本人の高齢化や家族全体の社会的孤立といった問題が明らかとなってきている。こうした問題に対

して、市民・関係機関・行政が一体的に「ひきこもり」等の若年者を支援することで早期の相談支

援体制の構築や本人の緩やかな回復を目指す「ひきこもり者支援体制推進事業」を実施するに当た

って、具体的な施策展開の基礎資料として町田市内の「ひきこもり」者等の現状把握を目的とする。 

結
論
・
提
言 

 市民及び民生委員・児童委員への意識調査から、町田市内における「ひきこもり」者等の現状や

社会的支援の必要性、相談支援機関の認知度、地域社会における支援活動への関心等を把握するこ

とができた。特に、民生委員・児童委員への意識調査からは、地域での支援活動に高い関心がある

ことが明らかとなった。 

 また保健師自らによる社会資源調査を実施したことで、個別支援活動や普及啓発活動において、

調査結果を踏まえた保健分野と医療分野との連携を図ることができた。 

手
法 

①市民意識調査（20～64歳の市民から無作為抽出した 2,000人、郵送による自記式調査） 

②民生委員・児童委員意識調査（市内の民生委員・主任児童委員 244人、配布による自記式調査） 

③社会資源調査（市内 29か所・市外近郊 7か所の精神科・心療内科医院・クリニックの計 36 

 か所を対象、訪問による聞き取り調査） 

特
徴 

 全国的な社会問題となっている「ひきこもり」について、これまで取り組んできた本人や家族へ

の支援を踏まえた上で、今後の施策展開に向けた現状把握のための広範な調査を行った点に特徴が

ある。 

 また、本調査研究結果を受けた施策展開を進めようとしていることが、先駆的なモデルケースと

してマスメディアでも取り上げられており、反響を呼んでいる。 

※ 研究の概要は、応募用紙の記載内容を基に、当センターが作成。 

※ 上記研究成果を閲覧できる機関等（URLアドレス） 

  町田市いきいき健康部（町田市保健所）保健企画課・保健対策課、町田市内図書館 

  町田市ホームページ「若年者の自立に関する報告書」ができました」 

 （http://www.city.machida.tokyo.jp/iryo/hokenjo/kokoro/20130726173946068.html） 

選考委員会による講評 

 我が国において「ひきこもり」の存在がクローズアップされはじめてから相当の年数が経過しており、厚 

生労働省が平成 21年度から「ひきこもり対策推進事業」を開始するなど各種施策が実施されているが、依然 

として増加傾向にある。 

 この調査研究では、一般市民へのアンケート調査や民生委員・医療機関等への意識調査を実施することに 

より、「ひきこもり」を取り巻く環境分析を行い、平成 26年度に予定している当事者調査への反映を検討す 

るとともに、支援に向けての周知活動やネットワークづくりの必要性を提言している。 

 まだ、調査研究としては途中段階での成果ではあるが、改めて全国的に注目され始めている問題をテーマ 

として取り上げたことに加え、町田市内における広範なアンケート調査の実施により地域特性を活かそうと 

している姿勢もうかがえることから、来年度の調査研究内容への期待も込めて高い評価とした。 

 


